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　近年の人、物、金、技術、情報の国境を越えた動
きの加速に伴い、医療の分野でもグローバル化が急
激に進んできている。最近、アジアの医療の現状を
視察する機会を得たので病院の国際化、さらに大学
ならびに大学病院の国際化について考えてみたい。
　昨年１１月、世界産婦人科学会に出席のためマレー
シアのクアラルンプールを訪問した際に
Gleneagles Intan Medical Center Kuala Lumpur (
グレンイーグルズメディカルセンター )を視察し
た。ここは広範囲の医療サービスを提供する急性期
の私立病院でシンガポールParkway Hospital と協
同運用されている。診療内容は肝臓移植や心臓血管
疾患、白内障の先端治療など、良質で、優しいサー
ビスをうたい文句に世界を対象に患者さんを集めて
いる。ホームページは日本語でもアクセス可能であ
り、各国からくる患者さんに対して通訳が常駐して
おり、看護師を含めた２人の日本人の女性が勤務し
ていた。個室は７５００円位から５３０００円まで様々なタ
イプがあり、特別室は秘書室もついて１泊１２万円で
あった。ただし室料には、食事が含まれている。こ
の病院が患者さんを積極的に
国外から集めようとしている
ことは、病院の副理事長との
会談の中で日本の医療状況を
私から情報収集しようとする
姿勢からも明らかであった。
　同様な動きはタイのバンコ
ックにもあり、私立の国際病院に日本から年間１万
６千人もの患者が押し寄せている。その理由はコス
トパフォーマンスであり、日本で保険適応外の診療
が日本の半額以下のコストで比較的高度のレベルの
治療が受けられることにある。また、インドのニュ
ーデリーにある心臓疾患専門の私立病院は年間
５０００件以上の手術を行い高い成功率を誇っている。
この病院の、年間患者１５万人のうち約１割が国外か
ら訪れている。インド政府は「医療ツアー」として
積極的に患者集客を目指している。
　また、本年の１月３１日から２月４日にかけて招請
講演のため、本学と国際交流協定を結んでいる中国
の瀋陽市の中国医科大学を訪問した。約１１年前の訪
問と比べて、７００万人の瀋陽は急速な発展を遂げ建

物は新しいビルとなり、自転車に代わって行き交う
車はほとんど外国製の新車と目を見張るばかりであ
った。付属第二病院は設立も最も古く、最大の１,９６９
ベッドを有するが、全て近代的に立て替えられ、病
床は３ベッドが基本で個室も多数あり特別室は１
日、日本円で２万２千円であるが待機患者が多く常
に満室である。病床の稼働率は１０４％、平均在院日
数は１１.５日と私の立場としてはうらやましいが、遼
寧省の最大の大学病院で患者も多いことから、と自
分を納得させた。病院の設備は日本とほとんど遜色
ないが、超音波診断装置が産婦人科では各診察室に
はなく多くの患者の混雑の要
因になっているが、ヘリポー
トを備え、PETが２台もある
と聞き中国の医療が急速にキ
ャッチアップしてきているに
驚愕した。
　中国医科大学には博士、修
士課程を含め１７,５７１人の学生が在籍するが香港、台
湾、さらにアフリカ、日本、欧米など１,４７１人の留学
生が学んでおり今回の訪問で多くの国外留学生が目
立った。中国医科大学の特徴は七年制日本語クラス
と六年制の英語医学クラスがあることで、以前本学
の産婦人科教室で留学し学位を取得した潘先生は彼
の英語と日本語の能力を生かして国際交流課の次長
としてこれらの教育に活躍している。また、奥さん
の高さんは潘先生の帰国後１年一人で旭川に残り本
学の看護の修士の学位を取得したが、現在は、日本
での体験を生かして付属口腔病院の看護部長として
活躍している。
　以上アジアの医療の国際化について述べてきた
が、医療産業としての患者の受け入れ、教育産業と
しての留学生の受け入れという流れがますます進む
ことが予測される。大学としては、国際的に発信で
きる研究成果と国際舞台で活躍できる医療人の養成
が求められている事は論を待たない。地域医療への
貢献も、国際的視野に立ってみると、見えてくるも
のもあろうかと思う。本大学病院がグローバル化し
た国際社会と連繋して、特徴ある先進医療を展開す
ることで、海外からも患者を受け入れる体制の整備
の急がれることを強調して筆を置く。
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第一内科長　�������

　平成１９年３月３１日付で定年退職を迎えることにな
りました。平成４年８月１６日付で本学内科学第一講
座・第一内科（現循環器内科・腎臓内科・呼吸器内
科・神経内科）の担当者として赴任致しました。平
成４年９月３０日発行の旭川医大病院ニュース（第４２
号）では、「就任にあたって」と題して冠循環（循環
器内科）・肺循環（呼吸器内科）・脳循環（神経内科）
に腎循環（腎臓内科）を加え融和させ、第一内科を
総合力にあふれる循環器（総合）内科に発展させた
いとの抱負を述べております。以来、１４年７ヶ月間
にわたりその抱負を達成すべく努力してまいりまし
た。この１４年余を振り返りますと、数少ないスタッ
フの中で、広い領域をカバーする有能な教室員がよ
くここまで育ってくれたなと、ほっと安堵する気持
ちと今後の彼らの大きな飛躍を期待する気持ちが半
ばし、感慨を深くしています。一方では卒後臨床研
修制度導入後の若い人材確保における先行の不透明

感にもどかしさも感じております。しかし、現在、
内科３科、総合診療部は一体となり本学の卒後研修
カリキュラムの充実・柔軟化、情報収集・情報発信
の強化を進めており、明るい展望が切り開かれるも
のと信じております。平成１５年８月から平成１７年７
月まで副病院長（経営改善・病院改革担当）、地域医
療連携室長、ボランティア委員会委員長を仰せつか
りました。この間、第一内科の教室員、教室のサポ
ーターの皆さんはもとより病院各部門の皆さん、ボ
ランティアの方々には多大な御協力と御支援を頂き
ました。特に感慨深い思い出に病院機能評価受審が
あげられます。実質３．５ヶ月の超短期間の準備で認
定証を授与されたことは病院職員はもとより大学の
全職員の危機時の結束力の高さの賜物と感激致しま
した。１４年余にわたる皆様の御厚情に心より感謝と
御礼を申し上げ、退職の御挨拶とさせて頂きます。
ありがとうございました。
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　薬剤部が、どうして警察から表彰されるのだろう

と思われる方が多いでしょう。北海道警察は、年間

約６０００体の検視を行っています。それらの屍の傍

らには薬の錠剤やカプセルが残されているケースが

相当数あり、検視にあたる警察官はそれらが何であ

るかを調べる必要があります。入院患者の持参薬で

ご存知の方が多いと思いますが、一つ一つの薬が何

であるかを照合するのは大変な労力がいります。そ

のため、私が警察に知り合いが多かった事情から、

薬剤部には検視現場から薬の照合の依頼電話が頻繁

にかかってきていました。一方、薬剤部では何とか

前述の持参薬チェックを容易にしたいとの目的か

ら、粟屋薬剤師が錠剤等に記されている記号や薬品

名の一部からでも検索できる「薬剤検索システム」

を作成していました。そこで、この「薬剤検索シス

テム」を有効に使って頂こうと考え、６年ぐらい前

に旭川の検視担当警察官に配布した次第でした。旭

川の警察署に勤務されていた警察官が他の街に転勤

になると、そこでもシステムが欲しいとの要望がで

るようになり、２年ほど前から全道の警察署に普及

するようになりました。その結果として、本年１月

に、薬剤部が北海道警察本部長表彰を、粟屋薬剤師

が北海道警察本部刑事部長表彰を授与されることに

なった次第です。一つの社会貢献の結果と考えてい

ます。
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を図るため看護助手の業務改善を行ってきました。

看護師の増員が難しい中、今年度看護助手の新規採

用を行い、各病棟平均３名の配置が実現し、看護師

の補助業務を行っています。しかし、土・日・休祝

祭日や夜勤は、少ない看護師数で食事の配膳・下膳、

処置・治療の物品準備・後始末などを行っている現

状があり、シフトの変更に同意の一部の病棟で、看

護助手が平日の早朝（７：３０から）と、土・日・祝

日の勤務に就いています。現在、多くの病棟の土・

日・祝日・早朝は看護助手が未配置になっており、

看護師が通常業務の合間に助手業務を担っているた

め、救急患者やＡＤＬの介助業務の多い病棟を優先

して、新たに看護助手の配置を要望中です。チーム

の一員として、看護助手との協同態勢が整いつつあ

ります。

専門性が進み、患者が病院を選ぶ時代です。社会の

欲求が「安心できる病院」であるならば、医療を提

供する側としては、「安全な病院」への取り組みが必

要と考えます。看護部の理念のひとつである「信頼

される看護サービスの提供」を実現するため、今後

も業務改善を通じて努力をしていきます。忙しさに

没頭する日常では、「つい、うっかり」による医療ミ

スも懸念されます。専門職として看護師が常に患者

さんの近くにいてケアに専念できるよう、看護師本

来の業務態勢作りを進め、働きやすい職場の環境づ

くりを継続していきます。

　近年、平均在院日数の短縮や、救急患者・手術件

数の増加により、２４時間通して重症患者や救急患者

の観察・ケア等が拡大傾向にあり、病棟での医療密

度は濃くなってきています。病院の形態の変化に伴

って業務量が拡大するとき、スタッフを増員するだ

けで円滑な運営ができるというものではありませ

ん。人員の配置、業務の調整、他部門・他職種との

連携による業務の効率化は重要となります。看護部

は、看護師の業務はベッドサイドケアが基本と考

え、業務量の調査等を経て、様々な業務改善を実施

してきました。クラークの勤務時間を半日から全日

勤務へ拡大し、一日を通しての事務的業務や電話・

面会等の窓口対応が可能になり、その間、看護師の

業務中断が少なくなりました。また、薬剤部との連

携で再開発工事から開始された看護師の混注センタ

ーへの協働は、平成１９年２月に業務を終了し、午前

の業務量の多い時間帯を有効に活用できるようにな

りました。同時期、懸案だった検査技師による病棟

での採血業務は、朝の採血量の多い１病棟で実施す

ることになりました。さらに、看護師との連携強化
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看護部業務担当　�����

やホールからは「大学の森」が見渡せ、春には緑ま

ぶしい風景が子ども達を楽しませてくれることでし

ょう。

　受け入れ対象は、産休明け（生後５７日目～）から

就学前のお子さんで、定員は３８名。大学に勤務する

医師・看護師・事務職員など全職員にご利用いただ

けます。

　運営は、全道各地で地域保育園・院内保育園の運

営などの子育て事業に取り組む「プライムツーワン」

（本社：札幌）が行っており、保育士・本部スタッ

フ共に、この「大学の森　みどりの保育園」での保

育活動に力を注いでいます。 （総務課）

　１月１９日に待望のオープニングセレモニーを迎え

た「大学の森　みどりの保育園」は、大学に勤務す

る子育て世代の仕事と子育ての両立を支援するため

開設されました。また、急速な少子化への集中的・

総合的な取り組みを進めるため、平成１５年７月に成

立・公布された「次世代育成支援対策推進法」の支

援行動計画の一環でもあります。

　この「大学の森　みどりの保育園」は、大学構内

の東側にある大学の森の緑豊かな環境の中に設置さ

れた、延べ床面積約３００平方メートルの平屋建てで、

園内は木のぬくもり溢れる優しい空間となっていま

す。

　ほし組（０歳）、そら組（１歳）、かぜ組（２～３

歳）、たいよう組（４歳～就学前）の４つの保育室に

は床暖房が完備され、人と環境に優しい素材を使っ

た家具や遊具が使用されています。また、各保育室
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　甲状腺は首の前にあり、蝶が羽を広げたような形

で、気管を抱きこむように存在している器官です。

甲状腺からは体の新陳代謝を活発にし、体調を整え

るための重要な甲状腺ホルモンが分泌されていま

す。甲状腺にできる腫瘍は痛みを伴うことはほとん

どなく、触れても分かりにくいため診断が遅れがち

になります。検査によって偶然に腫瘍が発見される

ことも多く、声が嗄れたり、首のリンパ節が腫れて

から甲状腺に腫瘍が見つかることもあり、早期の診

断、治療が重要です。甲状腺に腫瘤ができる病気と

しては腺腫様甲状腺腫、良性腫瘍（腺腫）、癌などが

あります。

　副甲状腺は甲状腺の裏側にあり、血液中のカルシ

ウムを調節する器官です。腫瘍ができると副甲状腺

ホルモンを多量に分泌し、全身的な症状が出ます。

　耳鼻咽喉科・頭頸部外科では甲状腺腫瘍や副甲状

腺腫瘍において手術的治療を積極的に行っており、

年間の７０例以上の手術を行ってきました。

　当科では本年１月から毎週火曜日午後に特殊外来

として、甲状腺・副甲状腺外科外来を開設いたしま

した。頭頸部外科を専門とする医師が超音波検査、

喉頭ファイバースコープによる声帯の観察、穿刺吸

引細胞診、血液検査やいくつかの画像診断を加えて

総合的に甲状腺腫瘍を診断し、定期的な診察を行っ

ていきます。

　甲状腺・副甲状腺腫瘍の早期の診断と充実した診

療を目指したいと考えております。患者様がおられ

ましたら、どうぞ耳鼻咽喉科・頭頸部外科外来まで

御紹介下さいますようお願い申し上げます。

 耳鼻咽喉科・頭頸部外科　教授��������

　１月２１日（日）午後２時から、玄関ホールで、緑

が丘中学校吹奏楽部の皆さんによるニューイヤーコ

ンサートが開催されました。

　第一部は、スライドを使い、映像と物語に合わせ

た演奏を、第二部は、親しみのある曲目の演奏を行

い、入院中の大勢の患者さんは、楽しげな音楽に誘

われ、車いすなどで病棟から訪れ、聴き入っていま

した。　　　　　　　　　　　　　　（経営企画課）

　去る２月１８日（日）１３：００から、正面玄関ホール

で、ＮＨＫ「昼の民謡」や「ビックショー」に、歌

や司会で出演していた、葵ひろ子さんによる、ふれ

あいコンサートが行われました。「百万本のバラ」な

どの親しみ深い曲目で、１００名を超える入院患者さ

んたちが癒されていました。

（経営企画課）
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　抗真菌薬であるイトリゾールは、これまでカプセ

ル剤が製造販売されていたが、この度、新たに内用

液剤と注射剤が剤形追加された。

　内用液は、チェリー様のにおいを有する１％のシ

ロップであり、効能・効果はカンジダ属による口腔

咽頭カンジダ症、食道カンジダ症である。この双方

に対し適応を持つ薬剤は、これまで局所性の薬剤の

みであり、全身作用を有し、かつ服薬しやすい本薬

剤は新たな治療選択肢を提供し得る。すでに発売さ

れていたカプセル剤では食後に服用した方が吸収率

が高く、この理由として胃酸分泌量の増加が考えら

れている。しかし、本剤では胃酸の影響を受けず、

逆に空腹時に服用した方が吸収が良く、そのため、

用法は通常、成人には２０ ml を１日１回空腹時に経

口投与となっており、食事を摂取することが困難な

患者でも服用できるようになっている。また、服用

した液剤が、病変部（口腔・咽頭・食道）に直接作

用する効果も期待できる。

　注射剤は、１アンプル中に２００ mgが含有されて

おり、病原性の真菌感染症に加え、真菌感染が疑わ

れる発熱性好中球減少症に対しての効能・効果を有

する。深在性真菌症は、治療の確実性が要求される

が、本剤の使用により深在性真菌症に対して十分な

効果が期待できる。投与にあたっては、早期に高い

血中濃度を得るために、初期負荷用量として投与開

始から２日間は１日４００ mgを２回に分けて点滴静

注し、３日目以降は１日１回２００ mgを点滴静注す

る。

　本剤は投与の際には、注射液を添付の専用希釈液

に混和し、添付の専用フィルターを用いて、独立し

たラインにて１時間かけて点滴静注する必要があ

る。結晶が析出する可能性があるので他剤との同時

注入を行わないようにし、投与の前後には生理食塩

液によるフラッシングを必ず行う。

（薬品情報室　大滝　康一）　
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　２００５年、６５歳以上の人口が全人口の２０％を超えま

した。その割合は、２０１０年には２２.５%、２０１５年には

２６.０%、２０２０年には２７.８％になると推計され、急速な

少子高齢化が進んでいます。それにつれて献血者は

年々減少しています（図１）。なかでも、１０代、２０代

の献血者数の減少が目立ちます。一方、輸血を要す

る患者さんの大半は中・高齢者です。東京都で行っ

た調査結果では、輸血患者さんの約７０％は６０歳以上

で、５０代も含めると８５％にも達します(図２ )。この

事実の意味するところは、近い将来、輸血を必要と

する患者さんに輸血が行き渡らない事態が来るとい

うことです。行政と血液センターでは、若年献血者

の掘り起こしとドナーリクルートに頑張っていま

す。われわれ医療従事者のできることはただ一つ、

“血液の無駄遣いをしない”ということです。手術

前には血を貯める、手術では血を出さない、出た血

は再利用する、本当に必要な血しか使わない、など

など。今すぐ実行できることは沢山あります。そん

なことは、言われなくても知っていると思っている

あなた、一度「血液製剤の使用指針」をお読み下さ

い。正しい知識を身につけて、急速に進行する少子

高齢化による血液不足に備えましょう。

（臨床検査・輸血部　副院長　紀野　修一）
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　３月１日（木）朝７：３０、正面玄関ホールに、ス

ターバックスコーヒーが開店しました。

　道内では、初の病院内の店舗となります。

　ホールにはコーヒーの香りが漂い、待ちかねた入

院患者さんや職員が、早速行列を作り、朝食やコー

ヒーを購入していました。

　営業時間は、平日が午前７：３０～午後７：３０、土

日祝日が午前８：３０～午後７：３０までで、年末年始

を除き、年中無休となっています。

（経営企画課）
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※　　　
前年度
稼働率

稼働率
���
���
���

入院患
者延数紹介率����

����

���
���
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外 来 患 者 数
区　分

����再　診初　診
日％％人人％％人人人人

１８.７７８９.５０８８.０３５２９.９１６,４２８５９.１３７０.９２１,３２２.１２７,７６４２６,３７９１,３８５１０ 月

１８.９９９１.７６８９.３１５３７.６１６,１２９５８.９２７０.２０１,３２９.１２６,５８２２５,３０４１,２７８１１ 月

１８.２６８６.７６８３.６４５０３.５１５,６０８５７.６７６９.７０１,３１１.１２６,２２１２４,８９１１,３３０１２ 月

１８.６７８９.３４８６.９９５２３.７４８,１６５５８.５７７０.２７１,３２０.８８０,５６７７６,５７４３,９９３計

１８.３５８９.６２８７.１９５２４.９１４４,３４８５７.２８７０.０９１,２９４.３２４０,７４４２２８,０９４１２,６５０累 計

１９.４６８６.１２８５.５５５１９.２１４２,７９２５１.４２８３.８０９８８.８１８４,５９６１７０,６１４１３,９８２同規模医科
大学平均
※　稼働率は、承認病床数 (６０２床 )により算定している。 ( 経営企画課 )
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　昨年頃より頻繁にマスコミに登場する「産科崩壊」

に関して、当教室では前々医局長の頃（つまり５年

以上前）から、それなりの策をとり、各病院や行政

に対して様々な申し入れも行ってきましたが、結局

は我々だけが悪者扱いされるだけだったのを覚えて

います。いつも「旭川医大、医師引き上げ、、、」など

と書かれておりますが、大学病院の産婦人科医師は

減少の一途であり、以前の２ /３の人員で、１.５～２

倍の仕事をこなしている状況です。これは当科に限

らず他科でも同様の状況が程度差はあっても現在進

行系と聞いています。同期の先生方とまだ寒い渡り

廊下をすれ違う度に昔の血色のいい顔からは程遠い

疲れ果てた顔を見合いながら苦笑いしている毎日で

す。「うん、うん、何も言わなくてもわかっているか

ら、、、」と。 （周産母子センター　田熊直之）　
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　１／１ 感染制御部設置

　１／２３ 個人情報保護に関する講演会

　２／７ 病院立入検査（医療監視）

　２／２６ 精神病院実地指導
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